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1 は じ め に

八郎潟千拓地の輸換水田では,水稲根域の深さを規制す

るグライ層の位置が,畑作期間の乾燥程度及び輪換後の水

稲栽培年数により変化する。このため,土壌の窒素の吸収

経過は大きく変化するので,安定 した収量を得るには生育

栄養診断と土壌窒素の無機化量の予測を組合せて追肥量の

判定を行うシステムの確立が必要である。そこで個々の圃

場を対照に診断を行うパソコン用のプログラムを作成 した。

2 生育栄養診断プログラムの構造

(1)使用者が入力するデータ

使用者は,圃場 1筆 ごとに作付来歴,水稲品種,耕深 ,

グライ層の位置,土壌タイプ,土壌pH,気象条件 (豊作

年か平年作か選択)の データを入力する。

(2)診断に使用するデータベース

表 1に示すデータをあらかじめデータベースに入力して

おく。プログラムの実行時は,使用者の作付条件に適合 し

たデータを検索 して使用する。

表 1 プログラムの実行に必要な基本データファイル

素吸収量 (Nl)を 推定する。品種及び輸換年数別に設定

した窒素吸収量 .窒素吸収パターンから求めた窒素吸収量

(Nsl)と の比較を行い,過不足の診断を行う。更に,次

期の生育ステージまでに吸収すべき窒素量 (Ns2~Nl)の

内,土壌窒素無機化量 (S2~Sl)だ けでは不足する部

分を追肥で補うことを前提にして,追肥量 (X)の計算を

行って提示する。この際,基肥窒素の残存量 (Fl)を簡

易に式―(1に より推定して,利用可能な窒素として加算す

る。それぞれの窒素の利用率は,土壌窒素80%,基肥窒素

30%,追肥窒素50%と 仮定した。土壌窒素の無機化量の予

測は,作土と下層土について反応速度論的方法1)で行った。

この計算に必要な地温データは,平均気温から推定した地

温若しくは,過去の実測データを使用し,10α 当りの無機

化量は表 2のように計算した。
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0 水稲品種ファイル

② 目標収量 窒素吸収量 (輪換年数 気象条件,品種別)

0笙 素吸収パターン(輪換年数 気象条件 品種別〉
0 水稲窒素吸収量推定の回

"定
数 (草丈 茎数,葉緑来計値から)

⑥ 土壌窒素無機化パラメータ (輸換年数月1 地域別 作上 下層■)

o 施le窒素 士壌窒素不1月率,損失率 (生育時期芳1)
① 地温データ (作t,下層■,輸換年数)

0 気温データ (代表的数例)
生育ステージ1   生育ステージ 2

13)生育栄養診断の実施時期

生育栄養診断は,有効茎数決定期,最高分げつ期 ,幼穂

形成期 ,減数分裂期の4回の生育時期ごとに行う。基肥窒

素施用量は,作付条件,品種別に予め決められているが
,

使用者が修正することができる。

“

)生育栄養診断の方法

図 1. 2に 生育栄養診断の方法を示した。四つの生育時

期ごとに葉緑素計値,草丈,茎数を用いて簡易に水稲の窒

1)残存基肥量 (Fl)
F:― FO― (Nl― Sl× 08)
FO:基 lE量

Nl:指定N吸収量 (草丈×多数×葉緑素計値から)

S■ ■壌N無機化量

2)生育ステージ1か ら2ま でに吸収すべき窒素量

′Nl_2‐ 〈N s2~Nl)
3)追肥量 (X)の計算

′N12‐ Fl× 04+(S2-Sl)× 08+XX05

S2

Sl
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図 1 追肥窒素量の計算方法
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表 2 土壌窒素無機化量の推定方法

作 土 :耕深/10× 仮比重×土壌窒素無機化推定量 (″/100`)
下層土:(グ ライ層位置―耕深)/10× 仮比重×土壌窒素無機化推定量

注 下眉土からの無機化窒素は幼穂形成期以降に加算する。

15)プログラムの使用例

プログラムの使用例を図 3に示 した。生育ステージごと

に前のステージで予測した窒素吸収量と調査により求めた

推定吸収量が目標値と共に示される。予測値と推定値が近

似 していればプログラムが充分機能していることを示す。

また,日標の吸収パターンに近ければ望ましい状態にある。

3 プログラムの特徴

水稲の生育栄養診断システムについては,既に報告2)が

あるが,本報告のプログラムの特徴は圃場 1筆 ごとに作付

条件を入力した後,4回 の生育時期ごとに調査結果を入力

して診断を行い,そ の結果がディスクフアィルに記録され

ることである。また,土壌窒素の無機化量を予測して追肥

量を決めるが,輸換水田に対応するために,下層土からの

無機化量を考慮している点も大きな特徴である。プログラ

ムは診断を行う際に試験結果を整理して作成 したデータベー

スを参照するが,データの検索のために各種の条件をコー

ド化して表現 しているので, 1つ のシステムディスクで複

数の地域の解析ができる。なお,プ ログラム言語は
,

BASICを用いた。

4  お  わ  り  に

今回作成 したプログラムには,水稲の乾物重増加に対す

る気象条件の影響や,施肥窒素の有機化と再無機化などの

現象が組込まれていないが,実際に圃場データを用いてプ

ログラムの妥当性を検証 しながら,改良を行うことが,プ
ログラムの完成への近道であると考えられる。

引 用 文 献

1)金野隆光 1988 上壌窒素無機化の特性評価と窒素供

給量予測プログラム (ENMS) 関東東海地域農業関

係試験機関開発ソフトウェアー覧1987年版 農業研究セ

ンター pⅣ 2-3
2)丹野文雄 1988 総合計量化方式によるコンヒカリ,

ササニシキの生育予測と診断技術 土肥誌 59:423-
428

地風 気温フ′イル

N吸収′ヾターンの日標

0

Nsl Ns2の 1算
(Ns2-Nつ
の有1算

無機化パラ
メータ入力
K NoE,

―- 88-


